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(57)【要約】

【課題】廃ＦＲＰ船の解体品の中から選別されたＦＲＰ

品及び発泡品は破砕機により破砕され、この破砕物から

発泡品が吸引除去され、破砕物中のＦＲＰ品に油が添加

され、ＦＲＰ品と油との混合物をセメント製造用燃料に

用いることになり、ＦＲＰ品に油が混合したことにより

ＦＲＰ粉塵の飛散がなくなり、燃料としての取り扱いが

容易となり、かつ、油と混合したことにより燃料として

の熱量を向上することができると共に混合割合の設定に

より熱量調節を行うことができ、セメント製造の作業性

を高めることができる。

【解決手段】廃ＦＲＰ船の解体品の中から選別されたＦ

ＲＰ品Ｍ及び発泡品Ｈを破砕する破砕機１と、破砕機で

破砕された破砕物を粒度選別する選別機３と、選別機で

選別された発泡品を吸引除去する吸引装置４と、選別機

で選別されたＦＲＰ品に油を所定の混合割合添加する油

添加装置６と、ＦＲＰ品と油とを混合してセメント製造

用燃料に用いられるＦＲＰ品と油との混合物を製造する

混練機５とを備えてなる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 の 解 体 品 の 中 か ら 選 別 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 及 び 発 泡 品 を 破 砕 す る 破 砕 機 と 、 該 破 砕

機 で 破 砕 さ れ た 破 砕 物 を 粒 度 選 別 す る 選 別 機 と 、 該 選 別 機 で 選 別 さ れ た 発 泡 品 を 吸 引 除 去

す る 吸 引 装 置 と 、 該 選 別 機 で 選 別 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 に 油 を 所 定 の 混 合 割 合 添 加 す る 油 添 加 装

置 と 、 該 Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 該 油 と を 混 合 し て セ メ ン ト 製 造 用 燃 料 に 用 い ら れ る Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 油 と の

混 合 物 を 製 造 す る 混 練 機 と を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 リ サ イ ク ル 設 備 。

【 請 求 項 ２ 】

上 記 破 砕 機 内 の 粉 塵 及 び 上 記 破 砕 機 で 破 砕 さ れ た 破 砕 物 に 含 ま れ る 粉 塵 を 濾 過 す る と 共 に

濾 過 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 を 上 記 混 練 機 内 に 送 入 す る 集 塵 機 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ 記 載 の 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 リ サ イ ク ル 設 備 。

【 請 求 項 ３ 】

上 記 選 別 機 か ら 上 記 混 練 機 に 送 ら れ て く る Ｆ Ｒ Ｐ 品 の 給 送 量 に 応 じ て 上 記 油 添 加 装 置 か ら

の 油 の 添 加 量 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 項 に 記 載 の

廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 リ サ イ ク ル 設 備 。

【 請 求 項 ４ 】

上 記 混 練 機 は 上 記 Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 油 と の 混 合 物 を 投 入 口 部 か ら 排 出 口 部 へ と 混 練 移 送 す る ス ク

リ ュ ウ 体 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船

リ サ イ ク ル 設 備 。

【 請 求 項 ５ 】

上 記 集 塵 機 は バ グ フ ィ ル タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載

の 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 リ サ イ ク ル 設 備 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ １ 】

【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】

本 発 明 は 、 例 え ば Ｆ Ｒ Ｐ （ 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ） を 主 体 と す る 廃 ボ ー ト 等 の 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船

を 用 い て 、 セ メ ン ト 製 造 時 の 燃 料 と し て 再 利 用 す る た め の セ メ ン ト 製 造 用 燃 料 を 製 造 す る

際 に 用 い ら れ る 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 リ サ イ ク ル 設 備 に 関 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

【 従 来 の 技 術 】

近 年 、 こ の 種 の Ｆ Ｒ Ｐ 船 は 釣 り 愛 好 家 等 の 需 要 者 の 増 加 傾 向 に よ り 使 用 台 数 が 増 え て い る

反 面 、 使 用 に 耐 え ら れ な い 船 が 河 川 、 海 岸 に 不 法 係 留 さ れ 、 廃 船 と し て 放 置 さ れ て い る こ

と が あ り 、 美 観 の 低 下 や 環 境 汚 染 を も た ら す た め 、 こ れ ら 放 置 さ れ た 廃 船 の 対 策 が 急 が れ

て い る 。 一 方 、 セ メ ン ト 製 造 時 の 燃 料 と し て 、 石 炭 や 、 重 油 （ 主 に 廃 重 油 ） 、 微 粉 炭 、 廃

Ｆ Ｒ Ｐ を 含 む 廃 プ ラ ス チ ッ ク 、 助 燃 焼 材 が 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

し か し な が ら こ れ ら セ メ ン ト 製 造 時 の 燃 料 と し て 使 用 さ れ て い る 廃 Ｆ Ｒ Ｐ に 含 ま れ る 繊 維

分 や 樹 脂 分 が 粉 塵 と な っ て 飛 散 し 易 く 、 燃 料 と し て の 取 り 扱 い が 厄 介 で あ る と い う 不 都 合

を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

本 発 明 は こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し 、 本 発 明 の う ち で 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明

は 、 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 の 解 体 品 の 中 か ら 選 別 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 及 び 発 泡 品 を 破 砕 す る 破 砕 機 と 、 該

破 砕 機 で 破 砕 さ れ た 破 砕 物 を 粒 度 選 別 す る 選 別 機 と 、 該 選 別 機 で 選 別 さ れ た 発 泡 品 を 吸 引

除 去 す る 吸 引 装 置 と 、 該 選 別 機 で 選 別 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 に 油 を 所 定 の 混 合 割 合 添 加 す る 油 添

加 装 置 と 、 該 Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 該 油 と を 混 合 し て セ メ ン ト 製 造 用 燃 料 に 用 い ら れ る Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 油

と の 混 合 物 を 製 造 す る 混 練 機 と を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 リ サ イ ク ル 設 備

に あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】
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又 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 破 砕 機 内 の 粉 塵 及 び 上 記 破 砕 機 で 破 砕 さ れ た 破 砕 物 に 含

ま れ る 粉 塵 を 濾 過 す る と 共 に 濾 過 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 を 上 記 混 練 機 内 に 送 入 す る 集 塵 機 を 備 え

て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 又 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 選 別 機 か ら 上 記 混

練 機 に 送 ら れ て く る Ｆ Ｒ Ｐ 品 の 給 送 量 に 応 じ て 上 記 油 添 加 装 置 か ら の 油 の 添 加 量 を 制 御 す

る 制 御 部 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 又 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 混

練 機 は 上 記 Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 油 と の 混 合 物 を 投 入 口 部 か ら 排 出 口 部 へ と 混 練 移 送 す る ス ク リ ュ ウ

体 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 又 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 集 塵 機 は

バ グ フ ィ ル タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

図 １ 乃 至 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 を 示 し 、 大 別 し て 、 破 砕 機 １ 、 搬 送 コ ン ベ ヤ ２ 、 選

別 機 ３ 、 吸 引 装 置 ４ 、 混 練 機 ５ 、 油 添 加 装 置 ６ 、 集 塵 機 ７ か ら 成 り 立 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

こ の 場 合 、 、 ク ラ ッ シ ャ 、 そ の 他 の 重 機 に よ り 解 体 さ れ た 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 の 解 体 品 Ｗ の 中 か ら

例 え ば 人 為 的 に 金 属 類 、 木 材 等 を 取 り 除 い て Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ 及 び 発 泡 ウ レ タ ン 等 の 発 泡 品 Ｈ を

取 捨 選 別 し 、 こ の 選 別 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ 及 び 発 泡 品 Ｈ を 上 記 破 砕 機 １ の 投 入 ホ ッ パ ー １ ａ

に 投 入 し 、 こ の Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ 及 び 発 泡 品 Ｈ を 破 砕 し 、 排 出 口 １ ｂ か ら 破 砕 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ

及 び 発 泡 品 Ｈ か ら な る 破 砕 物 Ｓ を 落 下 排 出 す る よ う に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

又 、 こ の 場 合 、 搬 送 コ ン ベ ヤ ２ は ベ ル ト 式 コ ン ベ ヤ が 採 用 さ れ 、 上 記 破 砕 機 １ か ら 排 出 さ

れ て く る 破 砕 物 Ｓ を 選 別 機 ３ へ と 搬 送 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

又 、 上 記 選 別 機 ３ は 、 こ の 場 合 、 図 ５ の 如 く 、 ケ ー シ ン グ ３ ａ 内 に 篩 板 ３ ｂ が 設 け ら れ 、

ケ ー シ ン グ ３ ａ を 図 示 省 略 の 振 動 機 構 に よ り 振 動 さ せ 、 上 記 搬 送 コ ン ベ ヤ ２ に よ り 投 入 口

３ ｃ か ら 投 入 さ れ て く る 破 砕 物 Ｓ を 篩 っ て 粒 度 選 別 し 、 篩 板 ３ ｂ を 通 過 し な い 粒 度 の 大 き

な Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ １ 及 び 篩 板 ３ ｂ を 通 過 し た 粒 度 の 小 さ な Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ ２ は 排 出 口 ３ ｄ か ら 移 送

排 出 す る よ う に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

又 、 こ の 場 合 、 上 記 吸 引 装 置 ４ は サ イ ク ロ ン 構 造 が 採 用 さ れ 、 上 記 選 別 機 ３ に よ り 移 送 さ

れ て い る 篩 板 ３ ｂ を 通 過 し な か っ た 軽 量 の 発 泡 品 Ｈ を 吸 引 口 ３ ｅ か ら 吸 引 除 去 す る よ う に

構 成 さ れ 、 吸 引 装 置 ４ の 排 出 口 ４ ａ か ら 排 出 さ れ る 発 泡 品 Ｈ は 運 搬 機 Ｋ に よ り 他 の 処 理 設

備 に 搬 送 さ れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

又 、 こ の 場 合 、 油 添 加 装 置 ６ は 、 上 記 選 別 機 ３ で 選 別 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ に 油 タ ン ク ６ ａ か

ら 吐 出 ポ ン プ ６ ｂ に よ っ て 油 Ｂ （ 主 に 重 油 、 廃 重 油 、 再 生 油 な ど ） を 所 定 の 混 合 割 合 で ノ

ズ ル 部 ５ ｅ か ら 添 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、 又 、 上 記 混 練 機 ５ は 、 ケ ー シ ン グ ５ ａ 内 に 上 記

Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ １ ・ Ｍ ２ か ら な る Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と の 混 合 物 Ｌ を 投 入 口 部 ５ ｂ か ら 排 出 口 部

５ ｃ へ と 混 練 移 送 す る ス ク リ ュ ウ 体 ５ ｄ が 駆 動 回 転 自 在 に 内 装 さ れ 、 し か し て 、 混 練 機 ５

の 投 入 口 ５ ｂ に 選 別 機 ３ か ら の 上 記 Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ １ ・ Ｍ ２ が 投 入 さ れ 、 セ メ ン ト 製 造 用 燃 料

に 用 い ら れ る Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と の 混 合 物 Ｌ を 製 造 す る よ う に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

こ の 場 合 、 選 別 機 ３ か ら 上 記 混 練 機 ５ に 送 ら れ て く る Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ の 給 送 量 を 検 出 し 、 こ の

給 送 量 に 応 じ て 上 記 油 添 加 装 置 ６ か ら の 油 Ｂ の 添 加 量 を 制 御 す る 制 御 部 ６ ｃ を 設 け て い る

。

【 ０ ０ １ ３ 】

こ の Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と の 混 合 割 合 と し て は 、 例 え ば 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 ７ ５ ～ ９ ５ 重 量 ％ ： 油 ２

５ ～ ５ 重 量 ％ 程 度 が 望 ま し い 。 経 済 性 及 び 取 扱 性 を 考 慮 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

又 、 上 記 集 塵 機 ７ は 、 こ の 場 合 、 バ グ フ ィ ル タ が 用 い ら れ 、 ガ ラ ス 繊 維 等 の 濾 布 に よ り 粉

塵 を 濾 過 す る 構 造 と な っ て お り 、 こ の 場 合 、 上 記 破 砕 機 １ 内 の 粉 塵 Ｆ 及 び 上 記 破 砕 機 １ で
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破 砕 さ れ た 破 砕 物 Ｓ に 含 ま れ る 粉 塵 Ｆ を 吸 引 し て 濾 過 す る と 共 に 濾 過 さ れ た 粉 塵 状 の Ｆ Ｒ

Ｐ 品 Ｍ ３ を 混 練 機 ５ 内 に 送 入 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

こ の 実 施 の 形 態 例 は 上 記 構 成 で あ る か ら 、 ク ラ ッ シ ャ 、 そ の 他 の 重 機 に よ り 解 体 さ れ た 廃

Ｆ Ｒ Ｐ 船 の 解 体 品 の 中 か ら 、 金 属 類 、 木 材 等 を 取 り 除 い て 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ 及 び 発 泡 ウ レ タ ン

等 の 発 泡 品 Ｈ を 取 捨 選 別 し 、 こ れ ら Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ 及 び 発 泡 品 Ｈ を 人 為 的 又 は 自 動 的 に 破 砕 機

１ に 投 入 し て 破 砕 し 、 こ の 破 砕 機 で 破 砕 さ れ た 破 砕 物 Ｓ は 選 別 機 ３ に よ り 粒 度 選 別 さ れ 、

こ の 選 別 機 ３ で 選 別 さ れ た 発 泡 品 Ｈ は 吸 引 装 置 ４ に よ り 吸 引 除 去 さ れ 、 こ の 発 泡 品 Ｈ は 運

搬 機 Ｋ に よ り 排 出 さ れ 、 一 方 、 選 別 機 ３ か ら の Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ １ ・ Ｍ ２ ・ Ｍ ３ か ら な る Ｆ Ｒ Ｐ

品 Ｍ は 混 練 機 ５ 内 に 投 入 さ れ る と 共 に 油 添 加 装 置 ６ か ら 油 Ｂ が 所 定 の 混 合 割 合 で 添 加 さ れ

、 こ の Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と が 混 合 さ れ 、 混 練 機 ５ に よ り Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と の 混 合 物 Ｌ が

製 造 さ れ 、 こ の 混 合 物 Ｌ を セ メ ン ト 製 造 用 燃 料 に 用 い る こ と に な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

従 っ て 、 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 の 解 体 品 の 中 か ら 選 別 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ 及 び 発 泡 品 Ｈ は 破 砕 機 １ に よ

り 破 砕 さ れ 、 こ の 破 砕 物 Ｓ か ら 発 泡 品 Ｈ が 除 去 さ れ 、 破 砕 物 中 の Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ に 油 Ｂ が 添 加

さ れ 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と の 混 合 物 Ｌ を セ メ ン ト 製 造 用 燃 料 に 用 い る こ と に な り 、 こ の た

め 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ に 油 Ｂ が 混 合 し た こ と に よ り 粉 塵 の 飛 散 が な く な り 、 燃 料 と し て の 取 り 扱

い が 容 易 と な り 、 か つ 、 油 Ｂ と 混 合 し た こ と に よ り 燃 料 と し て の 熱 量 を 向 上 す る こ と が で

き る と 共 に 混 合 割 合 の 設 定 に よ り 熱 量 調 節 を 行 う こ と が で き 、 セ メ ン ト 製 造 の 作 業 性 を 高

め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

こ の 場 合 、 上 記 破 砕 機 １ 内 の 粉 塵 Ｆ 及 び 上 記 破 砕 機 １ で 破 砕 さ れ た 破 砕 物 Ｓ に 含 ま れ る 粉

塵 Ｆ を 濾 過 す る と 共 に 濾 過 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ ３ を 上 記 混 練 機 ５ 内 に 送 入 す る 集 塵 機 ７ を 備

え て な る か ら 、 粉 塵 Ｆ の 外 方 飛 散 を 防 ぐ こ と が で き る と 共 に 粉 塵 Ｆ 中 の Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ ３ を 回

収 す る こ と が で き 、 又 、 こ の 場 合 、 上 記 選 別 機 ３ か ら 上 記 混 練 機 ５ に 送 ら れ て く る Ｆ Ｒ Ｐ

品 Ｍ の 給 送 量 に 応 じ て 上 記 油 添 加 装 置 ６ か ら の 油 Ｂ の 添 加 量 を 制 御 す る 制 御 部 ６ ｃ を 備 え

て な る か ら 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と の 混 合 割 合 を 一 定 に 保 持 す る こ と が で き 、 そ れ だ け 熱 量

を 一 定 に 保 持 す る こ と が で き 、 使 用 の 利 便 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

又 、 こ の 場 合 、 上 記 混 練 機 ５ は 上 記 Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と の 混 合 物 Ｌ を 投 入 口 部 ５ ｂ か ら 排

出 口 部 ５ ｃ へ と 混 練 移 送 す る ス ク リ ュ ウ 体 ５ ｄ を 備 え て な る か ら 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ と 油 Ｂ と を

満 遍 な く 良 好 に 混 合 す る こ と が で き 、 又 、 こ の 場 合 、 上 記 集 塵 機 ７ は バ グ フ ィ ル タ か ら な

る の で 、 粉 塵 中 か ら Ｆ Ｒ Ｐ 品 Ｍ ３ を 良 好 に 濾 過 回 収 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

尚 、 本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 例 に 限 ら れ も の で は な く 、 例 え ば 破 砕 機 １ 、 選 別 機 ３ 、 混 練

機 ５ 等 の 構 造 等 は 適 宜 設 計 し て 変 更 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 発 明 の 効 果 】

本 発 明 は 上 述 の 如 く 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 廃 Ｆ Ｒ Ｐ 船 の 解 体 品 の 中 か ら 選 別

さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 及 び 発 泡 品 は 破 砕 機 に よ り 破 砕 さ れ 、 こ の 破 砕 物 か ら 発 泡 品 が 吸 引 除 去 さ

れ 、 破 砕 物 中 の Ｆ Ｒ Ｐ 品 に 油 が 添 加 さ れ 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 油 と の 混 合 物 を セ メ ン ト 製 造 用 燃 料

に 用 い る こ と に な り 、 こ の た め 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 に 油 が 混 合 し た こ と に よ り Ｆ Ｒ Ｐ 粉 塵 の 飛 散 が

な く な り 、 燃 料 と し て の 取 り 扱 い が 容 易 と な り 、 か つ 、 油 と 混 合 し た こ と に よ り 燃 料 と し

て の 熱 量 を 向 上 す る こ と が で き る と 共 に 混 合 割 合 の 設 定 に よ り 熱 量 調 節 を 行 う こ と が で き

、 セ メ ン ト 製 造 の 作 業 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

又 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 上 記 破 砕 機 内 粉 塵 及 び 上 記 破 砕 機 で 破 砕 さ れ た 破 砕

物 に 含 ま れ る 粉 塵 を 濾 過 す る と 共 に 濾 過 さ れ た Ｆ Ｒ Ｐ 品 を 上 記 混 練 機 内 に 送 入 す る 集 塵 機

を 備 え て な る か ら 、 の 外 方 飛 散 を 防 ぐ こ と が で き る と 共 に 粉 塵 中 の Ｆ Ｒ Ｐ 品 を 回 収 す る こ

と が で き 、 又 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 上 記 選 別 機 か ら 上 記 混 練 機 に 送 ら れ て く
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る Ｆ Ｒ Ｐ 品 の 給 送 量 に 応 じ て 上 記 油 添 加 装 置 か ら の 油 の 添 加 量 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え て

な る か ら 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 油 と の 混 合 割 合 を 一 定 に 保 持 す る こ と が で き 、 熱 量 を 一 定 に 保 持 す

る こ と が で き 、 使 用 の 利 便 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

又 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 上 記 混 練 機 は 上 記 Ｆ Ｒ Ｐ 品 及 び 油 の 混 合 物 を 投 入 口

部 か ら 排 出 口 部 へ と 混 練 移 送 す る ス ク リ ュ ウ 体 を 備 え て な る か ら 、 Ｆ Ｒ Ｐ 品 と 油 と を 満 遍

な く 良 好 に 混 合 す る こ と が で き 、 又 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 上 記 集 塵 機 は バ グ

フ ィ ル タ か ら な る の で 、 粉 塵 中 か ら Ｆ Ｒ Ｐ 品 を 良 好 に 濾 過 回 収 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

以 上 の 如 く 、 所 期 の 目 的 を 充 分 達 成 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 の 構 成 系 統 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 の 構 成 系 統 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 の 全 体 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 の 全 体 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 の 部 分 説 明 断 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

Ｗ 　 解 体 品

Ｆ 　 Ｆ Ｒ Ｐ 品

Ｈ 　 発 泡 品

Ｌ 　 混 合 物

１ 　 破 砕 機

３ 　 選 別 機

４ 　 吸 引 装 置

５ 　 混 練 機

５ ｂ 　 投 入 口 部

５ ｃ 　 排 出 口 部

５ ｄ 　 ス ク リ ュ ウ 体

６ 　 油 添 加 装 置

７ 　 集 塵 機
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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